
函館市認知症サポーター養成事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は，介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１１５条の４５第３項第３号および認知

症サポーター等養成事業実施要綱（平成１８年７月１２日老計発第 0712001号厚生労働省老健局計画課

長通知別添）に基づき，認知症に関する正しい知識を持ち，地域や職域において認知症の人や家族を支

援する認知症サポーターを養成することにより，認知症の人や家族が安心して暮らし続けることのでき

る地域づくりを推進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において，用語の定義は次のとおりとする。 

(1) 「キャラバン・メイト」とは，キャラバン・メイト養成研修を受講した者で，認知症サポーター養

成講座の企画・立案および実施を行うものをいう。 

 (2) 「チームオレンジ」とは，地域の認知症の人やその家族の支援ニーズと認知症サポーターを中心と

した支援をつなぐ仕組みのことをいう。 

(3) 「認知症地域支援推進員」とは，函館市認知症地域支援・ケア向上事業実施要綱第４条に規定する

者をいう。 

（実施主体） 

第３条 本事業の実施主体は，函館市とする。 

（事業内容） 

第４条 認知症サポーター養成事業の内容は，次のとおりとする。 

(1) 認知症サポーター養成講座 

ア 対象者 

     地域・職域，学校等において，認知症の人と家族を支える意欲を持つ者で，市長が適当と認めた

もの 

イ  講師 

    キャラバン・メイト 

ウ  内容 

    下記のカリキュラムを内容とし，概ね９０分程度の講座とする。 

講 座 内 容 標準時間 

認知症の基礎知識（認知症とは何か，認知症の症状とは），早期診断・治療の

重要性，権利擁護等 
６０分 

認知症の人への対応，家族の支援，サポーターとしてできること等 ３０分 

(2) ステップアップ講座 

   ア 対象者 

     認知症サポーター養成講座修了者で，かつ，チームオレンジとして活動し，または活動する予定

のある者で，市長が適当と認めたもの 

  イ 講師 

    次のいずれかに該当する者 

   (ｱ) キャラバン・メイト 

(ｲ) 認知症地域支援推進員 



(ｳ) 保健師 

(ｴ) その他，認知症に関し知識を有する者で，市長が適当と認めたもの 

ウ 内容 

下記のカリキュラムを含めた内容とし，受講者の実情に応じて，具体的な講座内容や時間を設定

するものとする。 

(ｱ) チームオレンジの意義および役割の理解，活動例に関する講義 

(ｲ) 個人情報，プライバシーへの配慮に関する講義 

(ｳ) 認知症の基礎知識・理解をさらに深めるための講義 

(ｴ) 認知症の人本人の話を聴くなど認知症の人への理解を深めるための演習 

(ｵ) チームオレンジとしてできることを考える演習 

（計画書） 

第５条 講座を開催しようとする講師は，市長に対し講座の実施計画書を提出しなければならない。 

（認知症サポーターカードの交付） 

第６条 認知症サポーター養成講座修了者には，キャラバン・メイトを通じ，認知症サポーターの証とな

る「認知症サポーターカード」を原則無料で交付するものとする。 

（修了証の交付） 

第７条 ステップアップ講座修了者には，講師を通じ，「ステップアップ講座修了証」を交付するものとす

る。 

（報告書） 

第８条 講師は，講座終了後速やかに，市長に報告書を提出しなければならない。 

（報告） 

第９条 市長は，講師から提出された実施計画書および報告書について，全国キャラバン・メイト連絡協

議会に報告するものとする。 

（事務局） 

第 10条 事務局は，保健福祉部高齢福祉課家族介護支援・認知症担当に置くものとする。 

（その他） 

第 11条 この要綱に定めるもののほか，事業の実施に関し必要な事項は，別に定めるものとする。 

附 則 

この要綱は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は，平成２４年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は，令和元年５月１０日から施行する。 

附 則 

この要綱は，令和３年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は，令和７年１１月１日から施行する。 


